
吹田市では、平成１８年１０月１日から１ヶ月間、地

下鉄江坂駅西地区（「江坂エスコタウン」とその周

辺）において、放置自転車対策とまちの再活性化策

等を目的として、地元自治会、商店会、ＮＰＯなど

とともに、「江坂エスコタウン再生」社会実験を実施

しました。

「江坂エスコタウン」は、商業・業務施設やアミ

ューズメント施設が集積する江坂駅の西側にある、

延長約２５０ｍ、幅員約１６ｍのコミュニティ道路です。

中心となる市道は、地元企業からなる「西南吹田企

業協議会」（現「江坂企業協議会」）の提言により昭

和５９年に整備され、事業費の一部を同協議会も負担

するなど、整備当初から地元団体が深く関わってき

ました。全国に先駆け、地元団体が中心となってつ

くりあげたコンセプト（「道路に広場公園的な機能を

付加させることにより回遊性を高め、商業空間とし

ても活性化を図る」）のもと、都会と緑が混ぜ合わさ

ったまちとして賑

わいを見せてきま

した。

しかし近年、駅

に近いことやエスコタウンに面する店舗等に専用駐

輪場がほとんど確保されていないこと、道路の構造

上自転車の駐輪が容易であることから、約１,０００台の

自転車が放置されるようになり、歩行者等の通行を

阻害するだけでなく、まちの魅力低下と地盤沈下の

要因にもなるなど深刻な問題を抱えています。

これに対し本市では、条例により放置自転車の撤

去を行い、地元自治会・商業者等との協議を重ねて

きましたが、有効な打開策は見出せない状況でした。

このような中、国土交通省一般社会実験の制度を

活用し、エスコタウンの抱える放置自転車対策をは

じめとした様々な課題を解決する手がかりを見出そ

うと、地元自治会や商店会、ＮＰＯ、行政等で構成

する「江坂駅西地区交通環境改善協議会」を発足さ

せ、社会実験を行いました。

●実験の目的

エスコタウンについては、本市では平成２０年度に

バリアフリー化再整備を予定しており、現在新たな

コミュニティ道路としてグランドデザインの策定を

進めています。

そこで、エスコタウン整備当初のコンセプトを最
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終目標としながらも、次の３つの目的で社会実験を

実施しました。

①放置自転車の削減

②エスコタウンの魅力度向上策の実施検証（「江坂

ブランド」の再構築）

③エスコタウンの再整備に向けたグランドデザイ

ン策定のための基礎資料の収集

●実験内容

目的を達成するために、次のような実験を行いま

した。

①エスコタウン内に協議会が管理する約５００台の買

物客専用仮設駐輪場を設置し、買い物客への指

導・啓発を行う。他方で、通勤・通学者を既存

の市営自転車駐車場へ誘導し、買い物客とのす

みわけを行う。毎朝７時の時点でエスコタウン

に残る放置自転車を近隣公園内にある市営駐輪

場内指定場所へ移動する。

②メディアを活用した広報と現地での周知を徹底

する。（市報、新聞、ケーブルテレビ、ホームペ

ージ、看板、チラシ等）

③オープンカフェの設置と週末の地元主催イベン

ト（空手演武･ペットしつけ教室等）の開催を行

う。イベント開催のため車両進入を規制する。

④グランドデザインの基礎資料収集のため、来街

者、商店、周辺住民へのアンケート調査等を実

施する。

●実験の効果

１か月間の社会実験で、次のような効果がありま

した。

①通勤・通学者のエスコタウン内に駐輪（放置）す

る自転車が実験中約７５％減少した。従来から実

施している早朝の放置防止指導について、実験

中指導員を約２倍に増やし、徹底した誘導・啓

発を行った結果、実験後もその効果が持続した。

②オープンカフェは、来街者のコミュニティや憩

いの場として多くの人が利用した。

③アンケート結果では、実験に対する賛意が８割

を超え、エスコタウンのイメージが、「憩いや歩

きやすさ・落ち着き」等の項目でマイナスから

プラスに移行した。

アンケート結果では、まちの来訪者や地元住民等

が最も望んでいる施設は買い物客用駐輪施設で、緑

や休憩施設も比較的望まれていることがわかりまし

た。道路管理者以外の主体が、道路上に自転車及び

自動二輪等の駐車の用に供する施設を占用物件とす

ることができる、平成１８年１１月の道路法施行令の改

正を受け、現在、地元協議会では、駐輪施設を地域

で設置、管理・運営していくことを検討しています。

現時点では、エスコタウンは、当初の整備コンセ

プトからは少し遠いところを歩んでいますが、今回

の社会実験を通じて、地域内協力や柔軟な行政施策

の重要性を改めて認識しました。また、広場機能を

付加させるための交通規制や商店搬入用の荷捌きス

ペース、駐輪場の設置やイベント開催に伴う占用等、

今後に向けた課題が整理され、地域が主体となるま

ちづくりのきっかけにつながり、バリアフリー化整

備のグランドデザイン策定に向けた貴重なデータが

得られたことは、「エスコタウン再生」に向けた大き

な一歩と考えています。

社会実験後の展開
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実験中（自転車が整理され、オープンカフェでのんびり）実験前（自転車で道幅も狭くなり危険な状態）
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